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荒）l|の麟浩註梵氾について

一井

／ 序

蹂梵夫

症水な 舜 齊I胆河―i11,.:.：更入、してその河｝川の培介痕度乞苔めると｀その河）t¥ l•こ

忍仔 している 簑痘 洞7Kや工協用水寺心障碍 ざ与える秒llgケ< r→ [¥ q ：：こでは・

即東主君珂｝1],J)一つであ る 荒 I}＼な‘ど..1)F流部で・充殴の水田湮迂荊＊ 1ことの` 程

度（辺合荷琶こし c )ttl用し併シしのウ‘P月クにせんとして 、今回は予寮的！こ

新応l1大悟下充蜀 ,J)数地）虹数回朕／kし、 塩 素 J)介祈を行っ←左。

方 去 乙 ンて 1j、J::..流ク‘ゥ岩渕荊内 、江 :lヒ梱、城町牲 ．四．．，木揺並いこ綬痕

痒啄の¢地点において、ノ 955年 7 月フク 日 、ク 月 I ()日｀ク月 30 日、

ノ／月コム H ｀の 4 町 1..:IDた り、主こ して 、蒟淵府左胴して自動車で、3m り、

各虹点毎 ．椛 J:..ク，う 表面7kと；可庭7kとと採水し r:::.。温．素の舟l定 1含定瞭呈にわ

いて モ ー｝レの銀涸定去 1こ→｀つて介析し、乏 o

2 荒 111放水語

茫 II¥，．土応沢ム迎！：：発し 、態ふ市貯上 0‘う 点東力炉央部を東南淀し て、 111口

市 ヵ 南側 tら1すち東京節｀把止岩渕阿門グウが流して下流l':t隅田川と 1+1)

阿流しつヽ郡 Jビをぬ Itて栄京考 I、‘主＜` ・・ダ 、一方岩渕 町地先つ‘1ぅ大東京市の外

荊ど疸つて励町貶先で、果只男こ主ぐ廷表 2 2 I< 11＼の放水点が 同癌ミり（、荷尭

。 III乙1..iつてい る 。 （計画高水充蛋Iコク I'}ow3 ／幻 cさての 内&＇ ダク”り／s..R.c..左

在未河1111こ完し｀残‘余力 $3'i。？113/s-e..c 吠放）k路 1こ琉さ以るうっ

3 I二介荒口宕妥1町地先ーで中日 111芝横苗 して ,1函911U）水 IT5耶と頷叶 、平府

I _j 用放して卒lK虚区咀じ 、 茨水詩1 こ 1•さ之区部介的 1こ 1対魯§ して鬼入 蚤乞制限し

てい令。したか・つて今回の予奈的躙査 I令放 lK路（新杞 11|） •こ わ｀ いて試みたっ

（方ノ区秀月足）

択）kH 府荊 1こ坂痢弥況玄吟吠t~~次の乙お I ) ぐ•ある。

3、択水日特別阪荊樅泥

ー・

／、蒟痢時最J::.流部 の‘ゥ 択 水して 下流1こ及んだ協合，0

主 とし て各回 1：： 月）を I) 、翌癖府！こ 弄水しをな‘A 囮 1こわ仁ゐ採水中萩も蒟淵

時の状況左示すし の と して心、ヤタ国目の 択水 が適町 で(1Iふク‘ ろうゥ‘と 方え

9っ収る 。 すんはら／ 955弄．//、百ュ ク日の蜀潮 l'さ ノ4 爵であるな‘、 こ.7)I 

4 時 1こ最 l:...えこ.J)岩垢I南n./)妊点、で 掠水し 、必夫下流1こ存つ -c.S'...Z乞石わっ（るの

(52) 
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四 、．，木喬1：：： お叶る芥水匹／ら府1：： 終可して いるっ・らである。

＇ク＞る佑呑粁）可中 l2氣い I：：：ノk:.1)証乗 の 合有極 ；キ・X Z 区［広うひ冗こ＊ j 表 1こ

示しをとあ 1) で．呵ロ ク づ 8.5 k 1＼の四 ッヽ木村潅寸,.t[_~ I含底の 水べさ2 0 g/4上

く表面水 C,・ t, 4-:f/..R.. :JJ;_（＼位さ示し 、そ力合有罷は表面も底も蒼し く‘.L充l：：：

向つ につ 収て町諭 疫少するな‘、 堀切栢： （河 口つ う／0.51<./il う酌血01~ 表 面水

こそ/¢-0 9IItg1...I(！こ澱少・tるも 庶 r.l)ノ)<.l'.J依然 乙して 2啄／£ 、立 <b合有し．てい

る。広さ珂口 -1)‘ら（ウ．5 k?I(:.l)江北埴潅「エさ b ~ ooo 1?匂/-e立（＼イ直とホ 十似 、

店渕南門で 1'1コI、7唸／£と念叛している。

したなつて瑚刀影響を湛 く受叶る限界は エ妃督ゥウ新尼 ）I/大悟酎苅こにか 、す

ての呵口から約コ 0 k 汎討~血にある B.:J) 乙考えウ応る，，ただし好弟／用m：： お

ける洪料肝以外の浅I足 1こぶると／ク／Il肱£以 下である 2とつ‘ウ して 、少く乙 b

河口つ｀'?:2 / - ・2 ::2 /,< 7/l.7)放水路の正戦lふ屈莉河111で あ る 串 なm-O‘ る。

コ、蒟輝丹前と 流か ら・ 祝 水 し 泊 め て 下流え採木しと場合

(5 3) 
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芹 J表 将 ぷ，坦点 ffel颯栄合存蛋 呵／ん

抹水、地 点、新茫II}大福

江北福．互叫I堀切極回・9太栂痰璃琴域， 
味水日 痔 岩弟1酎門

恢叙 呵I 知

• -?l4h 晩兄 學
． 

衰面加k クり ぶJ /／・ グ ぷぷ 3 ／jて、7

（／）／ラょク、ク、之？
： 

区の 水 久f ぶ／ ／ズ、タ 2{)3”y /f、ム

ヽ i 

9ぶ ./0 叶|1表団 沐I, ce/6 

‘ . 
/6．ダ 之8?̀z 8ヌス． 0 4ぶ え ．

(.z）/9.ss 

//曰.0寺す令へ 底の水 ／9必 Iオ[3 /6/3.o ざ／Pふ0 /7 4 : 
(..t.琉tら下琉へ）

表面“'木 ウ、 9 ／只 3 ヌ3、ク・. 3之、 O ざヽ．之 ・スク、7

(-5)／？＄ぷジ、.Jo

／s:..Jo^、 I 久•3 0.. I 底 の水 ラ、 9 ／グ、ざ ズタ・ダ‘ ,.3／、 0 ≪6./ ズa'.ス
（上深，，•ウ下癒へ）

I i ｀ 紅成 I“°
ノダクo r位がら 0、0 /6クrJ.O ィ(),I6.0 ヲダ、0

(1)／?J$:II'．2ク＇

呟 J/）/‘→l, 店の木 IlI 之/_7 iI 辺も o クJIO.o` /g£ィ以〇 /Jt8松 0 /,5Ci, 0 
（上流0‘’汀巧虎へ`）

（←ク）
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/ 9 5 5耳ゲ月／ 0 ffば蜀病（夷京築詑楳準）び‘ノュ蒔/5分 て戸 千在こ大悟いこ

n・叶る抹水 'tl.‘、この時由にあたった。したがつて .̀.l::流の岩渕朗門とつ江比襦

ではユ0吋／北内外 .;l)蕊禾の合有景左示レ 、干瀬在こおける合有昼(/0吻'

以下よ l)店の9kも長面水もラぃウ‘ら前国さ b示しとふうに宕渕南内町立．うで

ば期の親響乞妥すている：：と（さこ —'>で b •如る 2 とができるが、これが士午住

新需グら下琉（：：：比軟すると圧併1的にその合有蚤は少 tヽ 2~が m ウ‘る。すなな

ち千住新噌にでは庶の水で約／ 0 0 ヽが私そ表面水で約30{) 吋I..R. ． 下液—;/)涯

切栖では荏の9J<さ約 800 ()’叡，表面ポで印匹呼／又乙磨加している．二瓜

は 、上究笥ば蚤湘守1こ床水して .....3つ．たし、左中で痰薄1時にグ、 月 、下流ぶ

芥水 i...たなめであろう。

:J.其の住の封1定． ／955年？月ヱ 9日と 9月 30 日にお介る米水

ば益洵？｀ら比較約す｀水た、 .- , lた下気つ‘ウ上琉に向つて味水 Lた。ご収

らによると＋在新栖討血うで• ↓3 / 0”(9バ内外で、、表釦水も左クポもほとん

と疫北2ない，。そだし完全ム干潮府さムし＼ク‘ウ、近切褐酎迂⇒では店公水で

コ 09?/1.ク£以 J::. .， 表面水でづo •II(9/£の低．と示している。 ：＇しとが？て温切攪下

泥問迩 c;:Iオ怖して海の影薯の受 1ナ方汲‘強いので．はf→つ‘ろうづと方えゥれる。

ク 、支深におよぽt馬雰 叔痢川 t1近切幅 の 直く"..t..流で放水洛Iこ合・記

する が 、2の合荒点ぶ II約 6.-5 K.・11(..l::吋[1)労塚で 、と＇の項L度の応潮と示すの‘

ホl)1 （放水洛）と同時に訴水して諏べと結果、放芥遥各と同様ヵ変化を示して

莉の影響ど 受tているごこガ｀．mサる。 tんゎウ・病瀬蒔に憂.l:::..流萄つ‘0拌用 i..,

て 下流に反んをオ 4 回目の採水府t.:::::お内る浮叛のそれは、荏‘:J)JKでノ 5()9幽、

表面でク々瓜放 区示し 、蒟潮時前かウ J::衰で旅水し珀めて下査にわA‘ ん庄六

2 回目における浮数の合有蛋とか、下 流ク・)J:::.流 に向つて罪水し 、ほぼ芽塚

み 採水 府に齊痢 l：： 達しをア 3固目で、合 3 0が叙｛土 t9値を底で b表面でも示し

てい る a そJ,r(（こ吋して比較灼干廂肝l：： 直ガつとナ 1回．目の俎は／ 5-171/l,_叙l

さ、あることクウ緞洞III J)応窟い汀伏況と知るこ とが出来る。ただし放水盛に比

してそ J)会有匿J)唖対但は中つと‘かく必つているガウ汝）k路程湮叢用水、とソ

て危庚性は広いであうう。うた綬躙t¥Iむ弓あ いの 運撤 b福傑で 、汚物の流ぶ

も多く、大班何病も にさ• つているぶう fり渋、ク‘う し て表 面）K.7J 鉦系の 合有憂ク‘

桔 9こヲ<I→つた！）、 3を本／II JJ _t_浣部（岩渕荊1寸酌直）j‘1)一餃に哀い合有憂

を示 t のはかつ‘ る汚 I和：： よる形喜も方え/~ 14• れば f→う／→ 1¥ o 

タ 、 苓t 荏

以 上は全く予 察的瓜武と限し得心 t＼が 、：：水らをまとめてみると次のよう（こ

(s 6) 



公と．ダ）る ：： とな 広`、禾ぶうっ

の 症 111放水、路にあ Itる阪荊匹 、温痢時／ 少又乙り足瑛l阿 ）可ざ では認めう

収る。

② 潤潮時、下棗部で 11 、温表の合有嚢なた丘芦叩？j/_,f 表面 ~l~ 5釘£ク‘

らあるな，上査に向うにつぶて嗚少し 、しの‘も表面木と庶の水との合有量の

芸 は大 き くがり、やか‘て匹若と b栽 少 して、上、下の-ifllか広く心る。特 1-::::垣

素会有垂の急痰するの 13江北悟っう新荒IIl大梧即ち 、河ロヴ ら約コ 0k爪府

血と方えらホる．o

③ したびつて痕潮時にはエ北．癒討直さでの底の水な農業用水とし て利用

する：：とは危夜では広・o‘ ろうグ。文表面水といえと＇も千住新 福下 流さ・はあ .;t. I 

（）吟 3しくないであろう。

＠ たゞ干潮 に 血 づく 乙、匹、ぶ棉吋土で も表面水も 、窓い＜も乃バ叡

以下と△る。

⑤ 支流での応瑚い褻耀）1/，の浮蝦 c_;;lさ需めら収る匁‘‘、-(0)埠 素 含 有 蛋 1さ本

III-（放木路)Iこ比蕨する‘とす• つと Iケい。

町 に主べ た↓` う1こ今回/'3予寮的 1こ駁潮痕泥贔左詞べたク であるな‘、今厄 ． 痘

迂黒水に登軒ミ辻るために 1な、更に計縫田ム癖の流 入 吹況を知る心蓉：なある 。

そ爪か｀ためにゆ 、 少くとも次のよう I~ 折もk方迭玄‘望 点し い。

I、阿ー地点ヽにおける干、満両滑1爵 1こ3をかる涼 変号1時周択水。

コ、従来の 採水地点と 、上流 lS更 に戸田穏下流は小松 /I！檻を加えて町時採

水 c

3、又、 朔月 、空目な 乙・を 期 して芥水し

,.(,,.荒堡 との肉保も 検 討 し 夫 々.l)芥水中に｛r点以る塩素逼の介柏を行 いた

ぃヮ

必つ）


